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H-∑ EkCとqckq+U∑7叩 け J&wo∑ niq(az･+af)･+uo∑a.!a.･ (23)











































































































































































Hew--te~α∑(cfqcjJ十h･C十 lL∑ pi+2J∑(Si･Sj+p,･Pj/4) (43)
(i,i),q t (2',i)
となる【18].ここで,ciqは ･iサイトのスピンUのポーラロンに対する消滅演算子,Pは


















































を解いて得られた .s･一波のTcである.それぞれバンド幅 W が 1となるようにパラメータ
を調節してある.また,Eliashberg方程式を解く際,簡単のためFL+-0とした.
1もちろん U<20LJoであれば 3-波が優勢になる.但しその場合は,電荷密度波状態との汝合が問題になる.












































導状態であり,あるホール ドー プ量 ∂M で弟が最大になるので,その付近を最適 ドー プ領
域と呼ぶ.そして,∂〟 を境にして∂<毎 を低 ドー プ領域,∂>∂〟 を高ドー プ領域と呼




(a)は高 ドー プから最適ドー プ領域にあるTl一系の抵抗率の温度変化である 【22】.高ド-
プ側では抵抗率はr2に比例し,通常のフェルミ液体の振舞いを示す.ドー プ量を減らし
ていくとTcは上昇していくが,同時に抵抗率の絶対値が大きくなっていき,温度依存性も
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図9:2次元鋼 ･酸素面の模式図.
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される.事実,告 のドー ピング依存性も高ドー プ領域側のそれを比較的良く再現してい





























































































【51大貫惇陸 ･上田和夫 ･小松原武美,物理学論文選集 ⅠⅤ｢重い電子系｣.
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